
平成 30 年度 長崎市自然環境調査報告書：鳥類 

長崎市自然環境調査委員 菅野 聖二 

１ 平成 30 年度（2018.1.1～12.31）長崎市自然環境報告 

平成 30年度の報告の前に、今期末で高齢の為長崎市自然環境調査委員を辞するにあたり、

長崎市の鳥類の変遷を振り返ってみたいと思います。私が長崎市自然環境調査委員に任命

された平成 17 年（2005）4 月の長崎市への報告書を読み返しますと、現在とは少し違って

いた当時の記録が残されていました。黒崎永田湿地自然公園は湿地の生態系を保存するた

めに 2003 年 4月に整備されたばかりの公園で、2005 年に初めて調査をした記録があり、当

時、春秋の渡りの季節と、冬期に湿地を好む鳥類が時折記録されており、長崎市北西部で東

シナ海に面した唯一の湿地として注目されており、2005 年度には年間 52 種が記録されまし

た。その後公園整備が進むにつれ冬鳥の渡来が減少し、2009年度には20種を下回りました。

2010 年に一度 63 種が記録されましたが、湿地周辺に鳥類の採餌や休息に適した森林環境が

無いことも、年間 20 種～30 種しか記録されない大きな理由と考えられます。同年 4月に長

崎県民の森の記述で、「近年オオルリの渡来数が増え繁殖しているが、今日は午後 3時過ぎ

の為か、さえずりを確認出来なかった。」と一行で報告をした長崎県民の森は、年を重ねる

毎に、豊かな渓流に育まれた環境が夏鳥を呼び込み、オオルリは毎年、確実に世代を繋ぎ、

ヤイロチョウやアカショウビンの声も聞かれる豊かな森となり、長崎県本土では雲仙や国

見山系、多良山系など一部の山域でしか繁殖しなかったキビタキの記録が年度ごとに増え、

2018 年にはついに繁殖が確認されました。 

次に、21世紀に入ってから 18年間の長崎市の鳥類の記録について考えて見ました。 

別表 2により、昨年度（2018）には 234種・亜種が記録されました。 

鳥類観察記録数の変遷については（長崎県鳥類目録に準じて種・亜種で記載）、過去 15年

間の 5か年平均の記録数は、2001～2005、120 種・亜種、以下は亜種を省略して記載 2006～

2010 194 種、2011～2015 211 種 2016～2018 3 か年平均 234 種となっています。 

過去 5か年毎の平均種数の変化は、既に 2017 年度で説明した通り、2004 年以前は旧長崎

市の記録であり市町村合併による野母半島南部の記録が入っていないので比較対象になり

ませんが、2006 年以降、毎年記録が増加しているが読み取れます。2016 年以降直近の 3か

年平均では、旧長崎市の記録のほぼ 2倍の 234 種が記録されています。 

次に長崎市で記録された候鳥（渡り鳥）区分について、長崎県や日本全国と比較して説明

いたします。長崎市で記録された鳥類を季節のよって見られる鳥を留鳥、夏鳥、冬鳥、旅鳥、

迷鳥と長崎市鳥類目録では分けております。 

候鳥区分は地域により異なりますのであくまでも長崎市での分類としてご理解ください。

2019.1 月末現在長崎市で記録された鳥類は合計 329 種、留鳥 51 種、夏鳥 10種、冬鳥 82種、

旅鳥 141 種、迷鳥 45 種となっております。 
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鳥類の分布について、詳しい方は年間に出現する候鳥区分を見れば、その地域の特性をあ

る程度把握できるほど日本列島では、地域によって候鳥区分は大きく異なります。長崎市の

特性を第三表の候鳥区分によって説明いたします。全国の割合は 1982 年の日本野鳥の会の

記録ですから現在では、全国で 650 種を超えて記録されておりますので、留鳥や夏鳥の比率

が下がり、旅鳥や迷鳥の比率が増えていると考えられますがそのことを、念頭においても、

長崎市の野鳥は周年見られ繁殖する留鳥が少なく、特に夏鳥は 329 種の内わずかに 10 種で

すから、繁殖地が極端に少ない場所であることが陸域面積の狭い半島部であることから理

解できます。反面、旅鳥の割合が著しく多いのは、日本列島の最西端にあり、過去 18 年の

調査結果から野母半島先端部が渡り鳥の中継地点であることが明らかになったことにより

説明できます。現在旅鳥の割合は 43％となっており、この数値は 2005 年に市町村合併後、

長崎市で新たに記録された鳥類は、ほとんど全て旅鳥や迷鳥であり、大半が野母半島先端部

で記録されています。長崎県の記録も長崎市とほぼ同傾向にあることは、長崎半島から五島

列島、壱岐、対馬と半島や島嶼が旅鳥や迷鳥の記録される要因になっている為であり、陸域

面積が少ない為に、本州や北海道などと比較すると留鳥、夏鳥などが極端に少なくなってい

ます。冬鳥の割合が比較的多いのは冬季に積雪が無く、常緑樹林で越冬する冬鳥が多いため

です。その他、近年温暖化によると考えられる生物の侵入が話題になりますが、鳥類の世界

でも同様な傾向があり、かつては、台湾や先島諸島にのみ分布していた鳥類が、春秋の渡り

の季節に毎年記録されています。ツル類や、ワシタカなど猛禽類は、近年の衛星を利用した

発信機によって、かなり、季節移動が明らかになりつつありますが、大半の小型の鳥類は、

季節により、季節風を利用して繁殖地と越冬地を渡っていることは、過去のデータから読み

取れますが、どこから来て、何処へ行くのかはいまだに想像の域を出ていません。今後さら

に調査が進むにつれ、渡りルートが解明されることを期待したいと思います。 

２ 本年度新たに記録された鳥類 6 種 

カンムリカッコウ 2018.4.26 

東洋区に分布、インド・ネパール・中国南部。東南アジアで繁殖し日本へは迷鳥として

南西諸島や石川県舳倉島、山形県飛島などで記録があります。長崎県では長崎県自然保護

課平成７年発行の「長崎県の野鳥」に対馬及び男女群島での記録があります。昨年は音声

によって確認され、本年は目視で確認されましたが警戒心が強く画像は撮れませんでし

た。 

インドハッカ   2018.5.29～6.2 

本来の自然分布は、イラン、アフガニスタン、パキスタン、インド、ネパール、から東

南アジア諸国、中国南部までとされています。世界各地に移入され現在では、各地で生態

系かく乱の脅威とされ外来種として注目されています。 

日本では、本州中部千葉県で一部繁殖が確認されており、石垣島でも記録されています
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が、長崎市では、近年東南アジアで繁殖する野鳥がしばしば記録されており、本種も過去

に記録されたソウシチョウ、ガビチョウなどと同様に自然分布による迷鳥と考えられま

す。 

ハッカチョウ   2018.6.7 

インドハッカよりも、更に日本に近い東南アジアに分布し、台湾でも自然分布しており、

日本各地で記録されていますが、迷鳥として飛来した可能性が高いとされており、インド

ハッカ同様に、長崎市では、迷鳥として記録しています。 

ミヤコドリ    2018.10.17～10.24 

九州各地には、冬鳥として渡来し、近県の福岡県博多湾、佐賀県有明干潟などでは毎年

越冬する冬鳥です。かつて、諫早湾での記録もあります。長崎県では、固定的な越冬地が

無く、対馬などでも迷鳥として記録されており今回記録された個体は幼鳥でしたが、初記

録であり迷鳥としました。 

カワビタキ    2018.10.31～11.1 

分布地は台湾から中国西岸、福建省、浙江省、江蘇省、山東省、首都北京を囲む河北省

まで南北の帯状に分布しており、分布の中心が東シナ海を挟んで九州西岸の長崎に当た

り、今後も渡来の可能性が高いと思われます。2 亜種に分かれ台湾固有の Rhyacornis 

affinis と、今回記録された個体は大陸由来の Rhyacornis fuliginosa とされます。 

コジュリン    2018.10.30 

本州中北部と熊本県阿蘇地方で局地的に繁殖し、冬期は本州中部以南の沿岸部の葦原

で越冬します。夏羽の個体は繁殖地では比較的容易に見られますが、冬羽の個体は今回初

めて記録されました。 

【インドハッカ】 【カワビタキ】
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【コジュリン】 【ハッカチョウ】

【ミヤコドリ】
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長崎市鳥類目録2018.12.31
目 科 属 種・亜種 留鳥 夏鳥 冬鳥 旅鳥 迷鳥 備考
キジ目 キジ科 ウズラ属 1 ウズラ 1 1例

ヤマドリ属 2 アカヤマドリ 1
キジ属 3 キュウシュウキジ 1

カモ目 カモ科 マガン属 4 ヒシクイ 1
ツクシガモ属 5 ツクシガモ 1
オシドリ属 6 オシドリ 1 越夏例あり
マガモ属 7 オカヨシガモ 1

8 ヨシガモ 1
9 ヒドリガモ 1
10 マガモ 1
11 カルガモ 1
12 ハシビロガモ 1
13 オナガガモ 1
14 シマアジ 1
15 トモエガモ 1
16 コガモ 1

アカハシハジロ属 17 アカハシハジロ 1 時津町中山ダムから飛来
スズガモ属 18 ホシハジロ 1

19 キンクロハジロ 1
20 スズガモ 1

ホオジロガモ属 21 ホオジロガモ 1
ウミアイサ属 22 カワアイサ 1

23 ウミアイサ 1
カイツブリ目 カイツブリ科 カイツブリ属 24 カイツブリ 1

カンムリカイツブリ属 25 カンムリカイツブリ 1
26 ハジロカイツブリ 1

ハト目 ハト科 カワラバト属 27 カラスバト 1 樺島他離島
キジバト属 28 キジバト 1

29 ベニバト 1
アオバト属 30 アオバト 1

アビ目 アビ科 アビ属 31 アビ 1
32 オオハム 1
33 シロエリオオハム 1

ミズナギドリ目 ミズナギドリ科 オオミズナギドリ属 34 オオミズナギドリ 1
ハイイロミズナギドリ属 35 ハシボソミズナギドリ 1
アナドリ属 36 アナドリ 1 2015.9.2三ツ瀬

コウノトリ目 コウノトリ科 コウノトリ属 37 コウノトリ 1 2例
カツオドリ目 カツオドリ科 カツオドリ属 38 カツオドリ 1 ほぼ周年の記録あり

ウ科 ウ属 39 ヒメウ 1
40 カワウ 1
41 ウミウ 1

ペリカン目 サギ科 ヨシゴイ属 42 ヨシゴイ 1
43 オオヨシゴイ 1 一例

ミゾゴイ属 44 ミゾゴイ 1
ゴイサギ属 45 ゴイサギ 1
ササゴイ属 46 ササゴイ 1
アカガシラサギ属 47 アカガシラサギ 1 越冬例あり
アマサギ属 48 アマサギ 1
アオサギ属 49 アオサギ 1

50 チュウダイサギ 1
コサギ属 51 チュウサギ 1 ほぼ周年

52 コサギ 1
53 クロサギ 1
54 カラシラサギ 1

トキ科 ブロンズトキ属 55 ブロンズトキ 1
ヘラサギ属 56 クロツラヘラサギ 1 1例

ツル目 ツル科 ツル属 57 ソデグロヅル 1 2016.11.24
58 マナヅル 1
59 クロヅル 1 2016.3.28
60 ナベヅル 1

クイナ科 クイナ属 61 クイナ 1
シロハラクイナ属 62 シロハラクイナ 1
ヒメクイナ属 63 ヒクイナ 1
バン属 64 バン 1
ツルクイナ属 65 ツルクイナ 1 2017.10.9
オオバン属 66 オオバン 1

カッコウ目 カッコウ科 バンケン属 67 バンケン 1 2017.5.13
カンムリカッコウ属 68 カンムリカッコウ 1 2017.5.6
ヒメカッコウ属 69 ヒメカッコウ 1 2017.4.8
ジュウイチ属 70 オオジュウイチ 1 2016.5.5

71 ジュウイチ 1
カッコウ属 72 ホトトギス 1

73 セグロカッコウ 1
74 ツツドリ 1
75 カッコウ 1

ヨタカ目 ヨタカ科 ヨタカ属 76 ヨタカ 1
アマツバメ目 アマツバメ科 ハリオアマツバメ属 77 ハリオアマツバメ 1

アマツバメ属 78 アマツバメ 1
79 ヒメアマツバメ 1

チドリ目 チドリ科 タゲリ属 80 タゲリ 1
81 ケリ 1 2例

ムナグロ属 82 ムナグロ 1
83 ダイゼン 1

チドリ属 84 コチドリ 1
85 シロチドリ 1
86 メダイチドリ 1
87 オオチドリ 1

ミヤコドリ科 ミヤコドリ属 88 ミヤコドリ 1 2018.10.17
セイタカシギ科 セイタカシギ属 89 セイタカシギ 1
シギ科 ヤマシギ属 90 ヤマシギ 1

タシギ属 91 アオシギ 1 2例
92 チュウジシギ 1
93 タシギ 1

オグロシギ属 94 オグロシギ 1 1例
ダイシャクシギ属 95 コシャクシギ 1

96 チュウシャクシギ 1
97 ホウロクシギ 1

クサシギ属 98 アカアシシギ 1
99 コアオアシシギ 1
100 アオアシシギ 1
101 クサシギ 1
102 タカブシギ 1

キアシシギ属 103 キアシシギ 1
ソリハシシギ属 104 ソリハシシギ 1
イソシギ属 105 イソシギ 1
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長崎市鳥類目録2018.12.31
目 科 属 種・亜種 留鳥 夏鳥 冬鳥 旅鳥 迷鳥 備考

キョウジョシギ属 106 キョウジョシギ 1
オバシギ属 107 トウネン 1

108 オジロトウネン 1
109 ヒバリシギ 1
110 ウズラシギ 1
111 ハマシギ 1

エリマキシギ属 112 エリマキシギ 1
ヒレアシシギ属 113 アカエリヒレアシシギ 1

114 ハイイロヒレアシシギ 1
レンカク科 レンカク属 115 レンカク 1 1例
ツバメチドリ科 ツバメチドリ属 116 ツバメチドリ 1
カモメ科 ミツユビカモメ属 117 ミツユビカモメ 1

カモメ属 118 ユリカモメ 1
119 ズグロカモメ 1
120 ウミネコ 1
121 シロカモメ 1 1例
122 セグロカモメ 1
123 キアシセグロカモメ 1
124 オオセグロカモメ 1
125 ホイグリンカモメ 1
126 ニシセグロカモメ 1

アジサシ属 127 ベニアジサシ 1
128 アジサシ 1

クロハラアジサシ属 129 クロハラアジサシ 1
130 ハジロクロハラアジサシ 1

トウゾクカモメ属 131 トウゾクカモメ 1
ウミスズメ科 ウミスズメ属 132 ウミスズメ 1 2例

133 カンムリウミスズメ 1
ウトウ属 134 ウトウ 1 1例

タカ目 ミサゴ科 ミサゴ属 135 ミサゴ 1
タカ科 ハチクマ属 136 ハチクマ 1

トビ属 137 トビ 1
オジロワシ属 138 オオワシ 1 1986年1月の古い記録
チュウヒ属 139 ハイイロチュウヒ 1
ハイタカ属 140 アカハラダカ 1

141 ツミ 1
142 ハイタカ 1
143 オオタカ 1

サシバ属 144 サシバ 1
ノスリ属 145 ノスリ 1

フクロウ目 フクロウ科 コノハズク属 146 コノハズク 1
フクロウ族 147 キュウシュウフクロウ 1

148 アオバズク 1
トラフズク属 149 コミミズク 1 1例

サイチョウ目 ヤツガシラ科 ヤツガシラ属 150 ヤツガシラ 1 冬季の記録アリ
ブッポウソウ目 カワセミ科 アカショウビン属 151 アカショウビン 1

152 ヤマショウビン 1
カワセミ属 153 カワセミ 1
ヤマセミ属 154 ヤマセミ 1

ブッポウソウ科 ブッポウソウ属 155 ブッポウソウ 1
キツツキ目 キツツキ科 アリスイ属 156 アリスイ 1

アカゲラ属 157 キュウシュウコゲラ 1
アオゲラ属 158 カゴシマアオゲラ 1

ハヤブサ目 ハヤブサ科 ハヤブサ属 159 ヒメチョウゲンボウ 1
160 チョウゲンボウ 1
161 アカアシチョウゲンボウ 1 2例
162 チゴハヤブサ 1
163 ハヤブサ 1

非スズメ目　20目 ３2科 94属 163 24 4 48 72 15 163
スズメ目 ヤイロチョウ科 ヤイロチョウ属 1 ヤイロチョウ 1

サンショウクイ科 サンショウクイ属 2 サンショウクイ 1
3 リュウキュウサンショウクイ 1 近年長崎市に進出している

コウライウグイス科コウライウグイス属 4 コウライウグイス 1
オウチュウ科 オウチュウ属 5 オウチュウ 1

6 ハイイロオウチュウ 1
サンショウクイ科 サンコウチョウ属 7 サンコウチョウ 1
モズ科 モズ属 8 チゴモズ 1

9 モズ 1
10 シマアカモズ 1
11 アカモズ 1
12 タカサゴモズ 1 2017.9.30
13 カラアカモズ 1

カラス科 カケス属 14 カケス 1
カササギ属 15 カササギ 1 稀
カラス属 16 ミヤマガラス 1

17 ハシボソガラス 1
18 ハシブトガラス 1

キクイタダキ科 キクイタダキ属 19 キクイタダキ 1
ツリスガラ科 ツリスガラ属 20 ツリスガラ 1
シジュウカラ科 コガラ属 21 ヤマガラ 1

ヒガラ属 22 ヒガラ 1
23 キバラガラ 1 2018.3.11

シジュウカラ属 24 シジュウカラ 1
ヒバリ科 ヒメコウテンシ属 25 ヒメコウテンシ 1

ヒバリ属 26 ヒバリ 1 神ノ島では唯一留鳥
ツバメ科 ショウドウツバメ属 27 ショウドウツバメ 1

ツバメ属 28 アカハラツバメ 1
29 ツバメ 1
30 コシアカツバメ 1

イワツバメ属 31 イワツバメ 1
ヒヨドリ科 シロガシラ属 32 シロガシラ 1 1例

ヒヨドリ属 33 ヒヨドリ 1
ウグイス科 ウグイス属 34 チョウセンウグイス 1

35 ウグイス 1
エナガ科 ヤブサメ属 36 ヤブサメ 1

エナガ属 37 キュウシュウエナガ 1
ムシクイ科 ムシクイ属 38 チフチャフ 1 2017.5.3

39 ムジセッカ 1
40 カラフトムジセッカ 1
41 カラフトムシクイ 1
42 キマユムシクイ 1
43 コムシクイ 1
44 オオムシクイ 1
45 メボソムシクイ 1
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46 エゾムシクイ 1
47 アムールムシクイ 1
48 センダイムシクイ 1

メジロ属 49 メジロ 1
50 チョウセンメジロ 1 2016.10.15

センニュウ科 センニュウ属 51 マキノセンニュウ 1
52 シマセンニュウ 1
53 ウチヤマセンニュウ 1
54 エゾセンニュウ 1

ヨシキリ科 ヨシキリ属 55 オオヨシキリ 1
56 コヨシキリ 1
57 ハシブトオオヨシキリ 1

セッカ科 セッカ属 58 セッカ 1
レンジャク科 レンジャク属 59 キレンジャク 1 1例

60 ヒレンジャク 1
ミソサザイ科 ミソサザイ属 61 ミソサザイ 1
ムクドリ科 ムクドリ属 62 ギンムクドリ 1 冬季の記録あり

63 ムクドリ 1
コムクドリ属 64 コムクドリ 1
カラムクドリ属 65 カラムクドリ 1 不定期な渡来あり
ホシムクドリ属 66 ホシムクドリ 1

カワガラス科 カワガラス属 67 カワガラス 1 周年の記録無し
ヒタキ科 トラツグミ属 68 マミジロ 1

69 トラツグミ 1
ツグミ属 70 カラアカハラ 1

71 クロツグミ 1
72 クロウタドリ 1
73 マミチャジナイ 1 稀に越冬個体あり
74 シロハラ 1
75 アカハラ 1 主に旅鳥
76 ノドアカツグミ 1
77 ツグミ 1
78 ハチジョウツグミ 1

ノゴマ属 79 コマドリ 1 冬季の記録あり
80 アカヒゲ 1 一例
81 オガワコマドリ 1 2016.4.9
82 ノゴマ 1
83 コルリ 1
84 シマゴマ 1 冬季の記録あり

ルリビタキ属 85 ルリビタキ 1
ジョウビタキ属 86 クロジョウビタキ 1 2010.4長崎県初記録

87 ジョウビタキ 1
カワビタキ属 88 カワビタキ 1 2018.10.31
ノビタキ属 89 ノビタキ 1

90 ヤマザキヒタキ 1 2017.4.29
イソヒヨドリ属 91 イソヒヨドリ 1
サメビタキ属 92 エゾビタキ 1

93 サメビタキ 1
94 コサメビタキ 1
95 ミヤマヒタキ 1

キビタキ属 96 マミジロキビタキ 1
97 キビタキ 1
98 リュウキュウキビタキ 1
99 ムギマキ 1
100 オジロビタキ 1 2016.5.11
101 ニシオジロビタキ 1

オオルリ属 102 オオルリ 1
イワヒバリ科 カヤクグリ属 103 カヤクグリ 1
スズメ科 スズメ属 104 ニュウナイスズメ 1

105 スズメ 1
セキレイ科 イワミセキレイ属 106 イワミセキレイ 1

セキレイ属 107 シベリアツメナガセキレイ 1
108 キタツメナガセキレイ 1
109 マミジロツメナガセキレイ 1
110 ロシアツメナガセキレイ 1 日本初記録　2014.5.4
111 ツメナガセキレイ 1
112 キガシラセキレイ 1
113 キセキレイ 1
114 シベリアハクセキレイ 1
115 タイワンハクセキレイ 1
116 ハクセキレイ 1
117 ホオジロハクセキレイ 1
118 ペルシャハクセキレイ 1 日本初記録　2012.4.2
119 セグロセキレイ 1

タヒバリ属 120 マミジロタヒバリ 1
121 ヨーロッパビンズイ 1
122 ビンズイ 1
123 ムネアカタヒバリ 1
124 タヒバリ 1

アトリ科 アトリ属 125 アトリ 1
カワラヒワ属 126 オオカワラヒワ 1

127 カワラヒワ 1
マヒワ属 128 マヒワ 1
ハギマシコ属 129 ハギマシコ 1
ベニマシコ属 130 ベニマシコ 1
オオマシコ属 131 アカマシコ 1
イスカ属 132 イスカ 1
ウソ属 133 アカウソ 1

134 ウソ 1
シメ属 135 シメ 1
イカル属 136 コイカル 1

137 イカル 1
ホオジロ科 ホオジロ属 138 ホオジロ 1

139 シロハラホオジロ 1
140 ホオアカ 1
141 コホオアカ 1
142 キマユホオジロ 1
143 カシラダカ 1
144 ミヤマホオジロ 1
145 シマアオジ 1
146 シマノジコ 1
147 ズグロチャキンチョウ 1
148 ノジコ 1
149 シベリアアオジ 1
150 アオジ 1
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151 クロジ 1
152 シベリアジュリン 1
153 コジュリン 1 2018.10.30
154 オオジュリン 1

サバンナシトド属 155 サバンナシトド 1 2016.4.19
スズメ目 ２９科 64属 155 24 6 33 65 27 155
合計21目 61科 158属 318種 48 10 81 137 42 318

外来種
目 科 属 Ｎｏ 種・亜種 留鳥 夏鳥 冬鳥 旅鳥 迷鳥 備考
キジ目 キジ科 コジュケイ属 1 コジュケイ 1
カモ目 カモ科 ハクチョウ属 2 コブハクチョウ 1
ハト目 ハト科 カワラバト属 3 カワラバト(ドバト) 1
スズメ目 チメドリ科 ガビチョウ属 4 ガビチョウ 1

ソウシチョウ属 5 ソウシチョウ 1
ムクドリ科 ハッカチョウ属 6 ハッカチョウ 1 2018.6.7

7 インドハッカ 1 2018.5.29
7種

補遺検討種
目 科 属 Ｎｏ 種・亜種 留鳥 夏鳥 冬鳥 旅鳥 迷鳥 備考
チドリ目 カモメ科 カモメ属 1 モンゴルカモメ 1 2017.3.12
スズメ目 ムシクイ科 ムシクイ属 2 モウコムジセッカ 1 2011.2.20

ヒタキ科 キビタキ属 3 キムネビタキ 1 2016.4.29
セキレイ科 セキレイ属 4 ニシシベリアハクセキレイ 1 2016.4.8

4種

2019.1.31現在 種・亜種 留鳥 夏鳥 冬鳥 旅鳥 迷鳥 備考
総計 外来種・補遺検討種を含む 51 10 82 141 45 総計　329種

二表 2001年度以降の年度別鳥類観察記録数

年度 種・亜種 年度 種・亜種
2001 120 2011 210
2002 123 2012 217
2003 108 2013 208
2004 115 2014 193
2005 136 2015 228
2006 183 2016 231
2007 175 2017 237
2008 198 2018 234
2009 196 2019
2010 216 2020

三表

長崎市及び長崎県、全国平均との候鳥区分比較
種・亜種 留鳥％ 夏鳥％ 冬鳥％ 旅鳥％ 迷鳥％ 割合　　　　　　　　　　種数
長崎市％ 15 3 25 43 14 100　　　　　　　　　　　329 2019.12
長崎県％ 13 6 30 34 17 100　　　　　　　　　　　445 2015.03
全国 37 10 22 15 16 100　　　　　　　　　　　555 1982.12
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